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学力向上対策について（新聞を活用した学力向上対策）

平成３０年１０月 ３日

学校教育課

１ 実施の目的

「読んで考えて書く活動」を週末課題として実施することで、本市児童生徒

の課題である「読解力」（文章を解釈・熟考する力＋文章に基づいて自分の考

えを表現する力）を育成し、学力向上に資する。

■新聞を活用した「読んで考えて書く活動」に平成２８年度から継続して取

り組んでいる山上小学校は、全国学力・学習状況調査において、各科目とも

「短答式」「記述式」の正答率が全国の平均正答率をすべて上回った。また、

国語Ａ、国語Ｂの「書くこと」の領域の正答率が全国の平均正答率を大きく

上回った。（この傾向は、ここ数年続いている。）

■山上小学校の成果を踏まえて、平成３０年度からは市内全小・中学校が実

施している。

２ 実施内容

（１）小学校５・６年生及び中学校１年生

① 月２回新聞を全員に配付

小学生：毎日子ども新聞 中学生：朝日中高生新聞

② 新聞記事を読み→要約→自分の考えを書く。（週末課題）

（２）中学校２・３年生

① 毎週「新聞コラムシート」を全員に配付

② 新聞コラムを読み→要約→自分の考えを書く。（週末課題）

３ 評価等

（１）担任等が励ましの言葉を記入している。

（２）保護者も励ましの言葉を記入するよう依頼している。

（３）担任だけでなく、管理職及び専科の教員（中学校は、学年の教員）も行う

など、学校全体で取り組んでいる。

４ 児童生徒の取組例（別紙）
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